
産学連携／共同研究事例

■企業の新たな事業・商品・サービス

開発工法は、インフラの維持管理（ストックマネ
ジメント）に資するパネル工法を意味する「ストパ
ネ工法」とし、鋼矢板水路の腐食劣化に対する
補修工法である。プレキャストパネルと裏込めコ
ンクリートで鋼矢板材表面を被覆することで鋼矢
板‐コンクリート複合構造による腐食因子の遮断
を実現する既存施設の長期保全工法を開発した。
これにより、従来工法と比較して、耐久性能を
150%向上、イニシャルコスト22%の低減およびラ

イフサイクルコスト50%の低減を実現した。

新潟県などの低平排水不良地域では、過剰水の排水が不可欠で
ある。農業用排水路はこれら排水対策に寄与している。構造材料
には「鋼矢板」が用いられており、腐食劣化の顕在化に伴い「新た
な補修技術」の開発が急務となっていた。

2015年 2月 「共同研究契約（3～5年目）」を締結。
本研究の取り組みが「農林水産省官民連携新技術開発事業」に採
択され、施工技術の高度化、施設診断手法の開発、品質の定量
化を検証。

2012年 8月 「共同研究契約（1年目）」を締結。

2013年10月 「共同研究契約（2年目）」を締結。
農業水利施設の鋼矢板腐食対策工法を開発していた藤村クレスト
及び水倉組は、課題解決のため鈴木教授の技術シーズに着目し、
工法の力学的検証のための共同研究を開始。

■企業からの声

■教員からの声

自然科学系（農学部）

教授 鈴木 哲也
＜技術シーズ＞
構造材料の損傷機構と構造的特性を考慮した部材
性能評価≪破壊・非破壊検査技術（弾性波の計測・
シミュレーション技術，3次元画像解析技術）≫

■今後の発展

新潟大学

背景

きっかけ

共同研究

発展 2015年 平成27年度農業農村工学会賞「優秀技術賞」受賞
2017年 工法特許の取得(特許第6083603号)

「鋼矢板水路腐食対策工法協会」設立
2021年 施工実績36,000㎡を達成。
2022年 第6回インフラメンテナンス大賞「農林水産大臣賞」受賞

本技術の問い合わせ先 新潟大学 社会連携推進機構

プレキャストパネルを活用したコンクリ－ト被覆に基づく

腐食鋼矢板の迅速再生技術「ストパネ工法」の開発

この研究は，低平配水不良地域に
建設された鋼矢板護岸の長期耐
久性能を複合材料により実現する
ものです。開発当初は農業水利施
設を中心に議論してきましたが、
港湾や河川構造物への応用も十
分に可能です。

実績は、新潟県、北海道、石川県、
秋田県、三重県など36,000平米に
達し、対象施設は、農業用排水路
に限らず、河川護岸や土留め擁壁
などの様々な既設の鋼矢板に波
及しています。

民間企業では解決できない課題を
本件の産学連携により克服でき、
早期に工法開発が実現しました。

特殊な材料や技術を要さず、更に
受益者負担に配慮した低コストで
高耐久な工法の普及に期待して
います。

株式会社 水倉組（新潟市）
＜主要事業＞土木工事、建築工事、舗装工事他

藤村クレスト株式会社（柏崎市）
＜主要事業＞コンクリート製品の開発・製造他

■大学の研究シーズが社会実装されるまでのプロセス

【登録技術概要図】
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